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解　説
第22章      災害・事故

火災
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発生件数、死傷者数とも減少
  大阪府危機管理室によると、平成31年・令和元年の火災件数は2,002件で、前年に比べ28件(1.4％)減少しました。おおよそ１日に６件、４時間に１件発生したことになります。
死傷者数は551人で、前年に比べ35人(6.0％)減少しました。

  発火源別では、たばこやマッチ等それ自身が発火する「火種」によるものが760件(全件数の38.0％)と最も多く、次いで「電気による発熱体」が491件(同24.5％)、「ガス・油類を燃料とする道具装置」が374件(同18.7％)となっています。
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自然災害による被害

消防白書等によると、平成31年・令和元年の自然災害による被害は、人的被害が９人(軽傷者のみ)、住家被害が156棟(一部破損２棟、床上浸水７棟、床下浸水147棟)でした。このうち、台風10号(８月)及び19号(10月)による被害は、軽症者９人、住家一部破損２棟でした。

労働災害
死傷者数は前年より減少
  労働者死傷病報告によると、平成31年・令和元年の労働災害による死傷者数(死亡・休業４日以上のもの)は、8,806人で、前年に比べ166人(1.9％)減少しました。

産業別では、製造業が1,779人(全産業に占める割合20.2％)と最も多く、次いで商業が1,418人(同16.1％)、陸上貨物運送業が1,342人(同15.2％)となっています。
交通事故
発生件数、死者数ともに減少
大阪府警察本部によると、平成31年・令和元年の交通事故発生件数は、３万914件で前年に比べ3,468件、10.1％減少と、15年連続で減少しています。
死者数は130人で、前年に比べ17人、11.6％減少と、一部例外年はありますが、平成２年以降減少傾向にあります。

自転車関連の事故件数も減少傾向にあり、平成31年・令和元年は１万318件で、前年に比べ752件(6.8％)減少しました。そのうち対歩行者事故件数は379件で、前年に比べ14件(3.6％)減少し、10年前(平成21年)の1.6倍になっています。


 火災件数、死傷者数 





[第22章2、5表より]





[第22章13表、総務省消防庁「消防白書」、大阪府「大阪府災害年報」より]





 自然災害による人的被害、住家被害 





 労働災害による業種別死傷者数 





[第22章3表より]





 交通事故発生件数、死者数 





[第22章9表より]





※自転車関連の事故件数：第22章９表の「自転車が第一当事者の場合の件数」＋「自転車が第二当事者の場合の件数」－「自転車同士の件数」





[第22章9表より]





 自転車事故件数、うち対歩行者事故件数 








